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は じ め に 
 

本市におきましては，何らかの理由により学校に行けない児童生徒に

対して，教育センター相談室や適応支援教室（とらいあんぐる・まちか

どの学校）・相談学級において，一人一人の状態に応じた支援を行って

おります。 
各適応支援教室・相談学級は，まずは不登校状態にある児童生徒にと

って安心できる居場所となることが大きな役割であり，児童生徒の状態

の変化に応じて，少しずつ自分自身の在り方を考え，様々な活動にチャ

レンジしていくためのベースキャンプとしての機能を発揮しておりま

す。こうした中，児童生徒には，職員と個別活動，小集団活動をとおし

て，じっくりと自分と向き合いながら，学習や様々な体験活動に取り組

ませ，学校復帰や社会的自立に向け，在籍校の先生方やご家族との連

携・協力のもと，自信の回復や対人関係力の育成を図っております。 
本ガイドブックには，通級・入級までの流れや各適応支援教室・相談

学級の特徴など各種の情報や資料がまとめられています。不登校の状態

にある児童生徒が，学校復帰や社会的自立に向けた新たな一歩を踏み出

せるよう，ぜひご活用ください。 
 

 
令和２年６月 
宇都宮市教育センター 
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１ 宇都宮市の不登校対応関係機関について 

⑴  学校以外の多様な支援の場について 

宇都宮市では，学校の様々な取組によってもどうしても登校できずに困っている児童生徒のため
に，児童生徒の状況に合わせて，下記のような“多様な支援の場”で支援を行っています。 

 
    
 
                        

相談の申込み 
 

初回面接 
                                       ↓ 

継続面接 
  
 
 
 
 
 
 
 
                                      見学 
                                       ↓ 
                                                                         通級 
 
 
 
 

    
 

見学                                         見学 
↓                                          ↓ 

仮通級                                        通級 
↓ 

入級 
（転校） 

 

     

「教育センター教育相談室」

まず学校に相談 
適応支援教室・相談学級の利
用を希望の場合，学校が作成
する紹介状が必要です。 

 
 

 

   
＜簗瀬小＞       ＜旭中＞ 

「相談学級（特別支援学級）」
 

 
戸祭台にある適応支援教室です。在
籍校に籍を置いたまま通級します。 

   

適応支援教室「とらいあんぐる」 

教育相談室では，心の安定・成長を図るための心理的な援
助を行うとともに，今後について一緒に考えます。 

教育センター３Ｆにある適
応支援教室です。教育相談と
並行して利用し，在籍校に籍
を置いたまま通級します。 

設置校に転校して相談学級に入級
します。 

適応支援教室「まちかどの学校」 



２ 
 

 
 
 
 

 

（2） 教育センター・適応支援教室・相談学級 マップ 



３ 

 

２ 教育センターの概要 

（1） 教育センター相談室   

ア  所 在 地   〒320-0816  宇都宮市天神１－１－２４ 

                 ＴＥＬ  ６３９－４３８０（相談は予約制），  ＦＡＸ  ６３９－４３９０ 

 

イ  担 当 者    

①   平日相談 

・  初回面接担当   臨床心理士： １名  年１１０回 

       ・  継続面接担当   会計年度任用職員（教育相談業務）： ６名 

               適応支援教室担当教諭（旭中学校籍・とらいあんぐる）：１名 

会計年度任用職員（適応支援教室相談業務・とらいあんぐる）：２名 

・ 医学的相談担当  小児科医 ： １名 年１２回 

※  一部の相談は， 教育相談担当指導主事３名が対応 

② 日曜相談（不定期） 

・ 初回面接担当      臨床心理士： １名 年４０回 

・ 継続面接担当      相 談 員 ： ２名 年４０回 

   ※ 就学・適応支援教室利用に関する相談を除く 

 

ウ  対 象 

不登校，登校渋り，教室に入れないなどの状態が見られる児童生徒（小・中学生）及びその保

護者 

・  保護者のみの相談も可能 

・  他に，集団不適応，就学，情緒不安定，学業不振などの相談にも対応 

         ※  就学に係る相談については，会計年度任用職員（就学相談業務）６名と，担当指導主

事３名が対応 

         ※  集団不適応に関する相談については，学校からの依頼により，会計年度任用職員（学

校生活適応支援アドバイス業務１名，学校生活適応支援相談業務２名）が担当 

 

エ  開設時間・面接時間 

①   平日相談    ９：００～１７：００ 

・ 初回面接 ９０分間（９：００～，１０：３０～，１３：００～，１４：３０～） 

・ 継続面接 ４５分間（毎時００分～４５分まで，ただし各種検査は９０～１２０分間） 

    ・ 医学的相談（小児科） ４５分間（１４：００～，１５：００～，１６：００～） 

②  日曜相談  １３：００～１７：００ 

・ 初回面接 ９０分間（１３：１５～，１５：００～） 

    ・ 継続面接 ４５分間（１３：３０～，１４：３０～，１５：３０～，ただし各種検査は９０

～１２０分間） 
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【通級状況報告書（様式３）】（毎月） 

  

           【児童生徒・保護者との関わりについて（様式４）】（毎月） 

３ 適応支援教室の概要 

（1） 適応支援教室への通級までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通級開始面談 

（児童生徒・保護者・適応担当が適応支援教室にて実施） 

【新規の場合】 

児童生徒，保護者，担任，不登校対策担当教員等

で，学校や家庭でできる支援について話し合い，具

体的な対応策を検討する。 

※ 小学６年生時に，適応支援教室を利用していた中

学１年生についても，同様に扱う。 

 

校内支援委員会等で，適応支援教室利用が必要とな

った場合は，教育センター（６３９－４３８０）へ，

電話で相談の予約を取るよう，保護者に依頼する。 

【教育相談紹介状】を作成し，初回面談日に間に合

うよう，保護者に渡す。 

【継続の場合】 

・これまでの学校との関わりや適応支援教室での状況

等を把握し，児童生徒，保護者，担任，不登校対策

担当教員等で，学校や家庭でできる支援や具体的な

対応策を検討する。 

・ 適応支援教室の利用が必要と判断した場合は，教育

センター又はまちかどの学校へ，通級開始に係る面

談の申し込みをするよう，保護者に依頼する。 

 

○「とらいあんぐる」利用の場合 

※ 教育センター（６３９－４３８０） 

※ 「通級申込書（様式１）」の提出時期について

は，保護者・教育センターより学校に連絡。 

 

○「まちかどの学校」利用の場合 

※ まちかどの学校（６８９－８９９５・８９９６） 

※「通級申込書（様式１）」を作成し，教育センタ

ー所長宛提出する。 

  継続の場合は「教育相談紹介状」は必要ありません。 

 

教育センターでの相談にて，適応支援教室の利用が

適当だと判断された場合，「通級申込書（様式１）」を

作成し，教育センター所長宛提出する（提出時期につ

いては，保護者・教育センターより学校に連絡）。 

 

通級開始 

※ 適応支援教室から在籍校宛に【通級許可通知書（様式２）】を送付 

適応支援教室 在籍校 

年度末で通級終了 

※  適応支援教室から在籍校宛に【通級終了通知書（様式５）】を送付     

※  次年度も継続する場合は，再度適応支援教室に申し込みをする。 

※ 各種様式は，教育センターキャビネットに格納 

【 教育センターキャビネット＞教育相談＞適応支援教室 】 
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⑵ 適応支援教室「とらいあんぐる」 

 

ア 所 在 地 〒320-0816 宇都宮市天神１－１－２４ 宇都宮市教育センター３階 

       電話 ６３９－４３９１（直通）， ＦＡＸ ６３９－４３９０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 担 当 者 適応支援教室担当教諭（旭中学校籍）：1 名 

会計年度任用職員（適応支援教室相談業務）：２名 

スクールカウンセラー： 年１４回（水曜日） 

 
ウ 対  象 

・ 個別の相談を通して気持ちを整理し，今後の自分について考えたい児童生徒 

・ 学校復帰や適応支援教室「まちかどの学校」，相談学級の利用等について相談をしたい児童生徒 

・ 相談と並行し，当面の居場所を必要としている児童生徒 

    ※ 教室の利用に当たっては，他の児童生徒と同室できることが前提 

 
エ 教室の特色 

通級する児童生徒の学校復帰や社会的自立に向け，自信の回復や対人関係力の育成等を目的に，次の

ような活動や支援を行う。 

 継続的な教育相談   

・ 児童生徒本人や保護者との継続的な教育相談を行い，不登校状態の改善を図る。 

・ 児童生徒の状態を見極め，学校復帰や適応支援教室「まちかどの学校」，相談学級の利用等の検討を

行う。 

・ ６か月間を目安とし，状態により期間を延長する。 

   当面の居場所としての教室開放   

・ 相談の申し込みがあった児童生徒のうち，通級を希望し，適当と判断される者に対して，相談と並

行して当面の居場所を提供する。 

・ 児童生徒の状況に応じて，自主活動やスポーツ，室内ゲーム等の小集団活動を実施する。 

  ・ 児童生徒の状態によっては，集団活動にトライ（挑戦）する機会として，合同行事への参加を促す。 
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オ 日 課 

 
とらいあんぐる日課表 

 
月 火 水 木 金 

１０：００ 

自主活動 自主活動 自主活動 自主活動 自主活動  

１０：５０ 

１１：００ 
休    憩 

小集団活動 

（スポーツ） 
自主活動 

小集団活動 

（室内ゲーム） 

自主活動 

小集団活動 

（室内ゲーム） 

 

１１：５０ 
     

※ 自主活動では，自主学習の他，読書，イラスト，折り紙など自分で活動できる活動を行う。 

※ 小集団活動では，室内ゲームやスポーツ等，児童生徒の希望により活動内容を決める。 

※ 教室の活動時においても，必要に応じて面接・個別対応を実施する。 

※ 適応支援教室「まちかどの学校」や相談学級との合同行事の際には午後の活動も設定する。 

 
カ 「とらいあんぐる」での過ごし方の例 

〇 仮通級中のＡさんの場合 

１０：００ 月 火 水 木 金 

１１：００ 
 自主活動    

１２：００ 
  小集団活動   

         ※ 自主活動のみ，小集団のみの通級も可能です。 

         ※ 曜日を決めて通級しますが，曜日を決めることがプレッシャーになる児童生徒につ

いては，来られる日の朝に電話連絡をして通級するなどの対応も可能です。 

 

〇 正式通級になり，週３回通うことになったＢさんの場合 

１０：００ 月 火 水 木 金 

１１：００ 
  自主活動  自主活動 

１２：００ 
 自主活動 小集団活動   

         ※ 本人の希望を聞きながら，無理のない形での通級を行います。 

          

〇「とらいあんぐる」に慣れてきて，通級日が増えたＣさんの場合 

１０：００ 月 火 水 木 金 

１１：００ 
自主活動 自主活動  自主活動 自主活動 

１２：００ 
小集団活動 自主活動  自主活動 小集団活動 

※ 毎日通級することも可能です。 
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・ 適応支援教室「まちかどの学校」，相談学級と

の活動や合同行事 

・ 活動への参加を通して自信をつ

ける 

・ 活動意欲を呼び起こす 

・ 自分の思いを整理し，不登校改善

のための相談をする 

・ 学習したい教材を持参しての，自主学習 

・ 読書，編み物，折り紙など個人でできる活動 

・ 卓球，バドミントン，バレーボールなど 

・ トランプ，ウノ，ボードゲームなど 

・ 活動内容は児童生徒の希望により決める 

・ 仲間と共に活動する楽しさを味

わい，集団への抵抗を和らげる 

・ 継続的な個別の教育相談の実施 

キ 活動内容 

〇 教育相談 

  

 

 

〇 自主活動 

 

 

 

〇 小集団活動（スポーツ・室内ゲーム） 

 

 

 

 

〇 体験活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク 年間活動計画（例） 

 

 行 事 等 概     要 

春 

全国学力・学習内容調査，とちぎっ子学習状況調査 希望者のみ実施 

合同行事 「冒険活動体験①」 ※ 野外活動 ： 冒険活動センター 

合同行事 「遠足」 ※ 施設見学，体験活動など 

夏 合同行事 冒険活動体験② ※ 野外活動 ： 冒険活動センター 

秋 

合同行事 「校外学習」※ 施設見学，体験活動など 

合同行事 「合同スケート教室」 ＊ スケート体験 ： 市スケートセンター 

県西地区ふれあいキャンプ ２泊３日 部分的な参加も可 

全市一斉土曜授業（小・中） 希望者のみ実施 

冬 

適応指導教室交流学習会 ＊ 県内の適応指導教室との交流  

学習内容定着度調査，学習と生活に関するアンケート 希望者のみ実施 

合同行事 「校外学習」 施設見学，体験活動など 

※：まちかどの学校との合同の行事  

＊：まちかどの学校，相談学級との合同の行事 
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と ら い あ ん ぐ る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇都宮市教育センター３階見取り図 

《体育室》 
バドミントン，卓球，バスケットボールなど，スポーツ活動ができます。 

 

 

《とらいあんぐる教室》 

自主活動や室内ゲームなどの活動を行います。 

教室奥には，ゆっくり過ごすこともできる座敷スペースがあります。 

 

≪相談室≫ 

面接をする部屋です。 
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⑶ 適応支援教室 「まちかどの学校」 

 

ア 所 在 地   〒32０-００１７  宇都宮市戸祭台４６番地１ 

電 話  ６８９－８９９５・８９９６［保護者・一般用］ 

６８９－８９９７［学校・教育センター用］ 

ＦＡＸ  ６２７－２８００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 担 当 者  適応支援教室担当教諭（星が丘中学校籍）：２名 

会計年度任用職員（適応支援教室指導業務）：４名 

会計年度任用職員（適応支援教室事務）：１名 

スクールカウンセラー：１名 年４２回 

 

ウ 対  象 

・ 緊張が強く，個別の活動から始めたい児童生徒 

・ 仲間と一緒に活動し，自信をつけたい児童生徒 

・ 自分のペースで少しずつ活動を広げていきたい児童生徒 

 

エ 教室の特色 

   通級する児童生徒の学校復帰や社会的自立に向け，自信の回復や対人関係力の育成等を目的に，

次のような活動や支援を行う。 

   個別活動  

通級開始直後や不安や緊張が非常に強い場合などは，担当者やボランティアとの１対１の活動や，

その子の思いや状況に応じた活動を行う。 
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   目的別小集団活動（ゼミ活動）  

不安や緊張が和らいだり，活動への興味・関心が高まったりしてきた場合や，気持ちが安定して，

エネルギーが高まってきたことがうかがえる場合は，目的別小集団活動への参加を促す。 

ボランティアの趣味や特技などを生かした活動メニューの中から，担当と相談しながら，本人の

状況や興味・関心などに応じた活動を選択して，参加する。 

   集団活動（つげの木） 

     集団活動にチャレンジしたい，教室のような環境で活動を体験したい，慣れているメンバーと一

緒に活動したいという場合は，まちかどの学校内の「つげの木」での集団活動への参加を促す。 

   担当と相談しながら，「つげの木」の時間割の中で参加できそうな活動を選択して，参加する。 

 個別の活動プログラムを編成  

パーティションで区切られた学習室や，他の通級生と交流できるスペースがあり，「一人で過ごし

たい」，「人目が気になる」，「同年代の通級生と活動したい」など，状況に応じて活動場所や活動内

容を選択することができる。 

担当者と話し合い，一人一人の状況に応じて活動内容・形態（個別・集団・目的別小集団活動）

を見直しながら，個別の活動プログラムを編成し，支援を行う。 

   遠足や社会科見学などの行事，調理実習などの体験活動  

行事や体験活動については，担当から活動内容などについての説明を聞いた上で，一人一人の状

況や課題に応じて，参加の有無を検討したり，参加する場合は，何を目的にどのような形で参加す

るかなどについて相談したりする時間を設けている。 

 

オ 日  課 

時  間 内  容 

９：３０～ 個別対応・面談など 

１０：００～１０：５０ 個別活動，集団活動，ゼミ活動など① 

１１：００～１１：５０ 個別活動，集団活動，ゼミ活動など② 

１２：００～１３：００ ランチタイム（お弁当） 

１３：００～１３：５０ 個別活動，集団活動，ゼミ活動など③ 

１４：００～１４：５０ 個別活動，集団活動，ゼミ活動など④ 

１５：００～ 面談など 

 

※１週間に通級する回数やまちかどの学校で過ごす時間，活動内容については，まちかどの学

校での様子などを基に，随時見直しを行い，児童生徒本人と担当とで相談して決定する。 
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カ 「まちかどの学校」での過ごし方の例 

 〇 通級開始当初の中学生Ａさん 

時 間 月 火 水 木 金 

１０：００～ 

１０：５０ 

     

１１：００～ 

１１：５０ 

   担当との 

個別活動 

 

 

 〇 通級開始当初の小学生Ｂさん 

時 間 月 火 水 木 金 

１３：００～ 

１３：５０ 

  ゼミ活動 

（算数） 

  

１４：００～ 

１４：５０ 

    担当との 

個別活動 

 

 

 

 

 

 

〇 通級に慣れ，小集団の形で，多くの活動をすることを目標にしている，中学生Ｃさん 

時 間 月 火 水 木 金 

１０：００～ 

１０：５０ 

学習 

※つげの木 

    

１１：００～ 

１１：５０ 

学習（理科） 

※つげの木 

 ゼミ活動 

(バドミントン) 

 担当との 

個別活動 

１２：００～ 

１３：００ 

  お弁当   

 

 

・木曜日の１１時からの５０分間，週１回の通級から始めました。 

・個別活動の時間は，担当の先生と事前に相談して活動内容を決め，学習や物作り，

面談などを行っています。 

・通級に慣れてきたら，担当の先生と相談して，１０時からの５０分間はゼミ活動

に参加し，個別活動と合わせて２時間の通級にしようかと考えています。 

・毎週月曜日は，「つげの木」の部屋で過ごしています。１０時からは自分で決め

た教科の学習，１１時からは，授業形式の学習に慣れることを目標に，理科を

教えてもらっています。 

・水曜日のゼミ活動では，他の通級生３名と一緒に，ボランティアさんからバド

ミントンを習っています。また，この日は，お弁当を持参し，１３時まで過ご

しています。 

・金曜日の個別活動の時間は，担当の先生と面談を行っています。１週間の振り

返りをして，自分の課題を整理したり，来週の目標を立てたりしています。 

・水曜日は１３時から，金曜日は１４時から，それぞれ５０分間，週２回の通級です。 

・ゼミ活動は，最初に，担当の先生からボランティアさんを紹介してもらい，その後，

活動の様子を見学してから参加するかどうかを決めました。 

・個別活動の時間は，担当の先生と面談し，１週間の生活の振り返りをしています。 
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キ 活動内容 

〇 担当者・ボランティアとの個別活動 

 

 

 

 

 

〇 目的別小集団活動（ゼミ活動）や学習室４での集団活動（つげの木） 

 

 

 

 

〇 自習室でのひとり学習 

 

 

〇 仲間との交流・談話 

 

 

 

 

ク 年間行事予定（例） 

 行 事 名 等 概 容 な ど 

春 

全国学力・学習状況調査，とちぎっ子学習状況調査 希望者のみ実施 

合同行事「冒険活動体験①」※ 野外活動：冒険活動センター 

合同行事「遠足」※ 施設見学，体験活動など 

夏 

合同行事「冒険活動体験②」※ 野外活動：冒険活動センター 

まちかどキッチン① カレーライス作り 

保護者面談 通級についての振り返り，目標設定など 

秋 

まちかどキッチン② そうめん，天ぷら作り，流しそうめん 

合同行事「校外学習」※ 施設見学，体験活動など 

合同行事「合同スケート教室」＊ スケート体験：市スケートセンター 

県西地区ふれあいキャンプ ２泊３日 部分的な参加も可 

学習発表会 作品展示，発表 

全市一斉土曜授業（小・中） 希望者のみ実施 

冬 

適応指導教室交流学習会＊ 県内の適応指導教室との交流 

学習内容定着度調査，学習と生活についてのｱﾝｹｰﾄ 希望者のみ実施 

お茶会 茶道体験 

合同行事「校外学習」※ 施設見学，体験活動など 

保護者面談 通級についての振り返り，来年度に向けての相談など 

旅立ちの会（小・中） 通級を終える節目の式 

 ※：とらいあんぐるとの合同行事   ＊：とらいあんぐる，相談学級との合同行事 

・通級開始直後 

・不安や緊張が非常に強い 

・学習…各教科，パソコン 

・運動…卓球，バドミントンなど 

・物作り…工作，手芸，編み物など 

・ゲーム…カードゲーム，ボードゲームなど 

・不安や緊張が和らいだ 

・集団活動への興味・関心が高まった 

・心が安定し，エネルギーが高まった 

・各教科の学習教室 

・卓球教室，バドミントン教室など 

・陶芸教室，料理教室，犬とのふれあい教室など 

・「つげの木」での室内ゲームや運動，調理など 

・静かに過ごしたい ・パーティションで仕切られた部屋で，人目を気

にせずに過ごす 

・仲間とおしゃべりがしたい ・活動の間の休み時間におしゃべり 

・お弁当を一緒に食べる 

・昼休みに一緒にゲームをする 
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ま ち か ど の 学 校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学習室≫ 

学習室１では，パーテ

ィションで仕切られた机

で，活動することができ

ます。 

学習室２・３は，個別活

動や目的別小集団活動で

使用します。 

 

 

 

 

 

≪調理室≫ 

調理台が４台あり，個別活

動や目的別小集団活動，行事

などで調理をする際に使い

ます。 

 

 

 

 

 

 

≪多目的室≫ 

壁が防音になっているので，

楽器演奏などの音の出る活動

や，集中して静かに取り組みた

いときなどに使います。 

 

 

 

≪プレイルーム≫ 

卓球やバドミントンを行うこ

とができます。個別活動や目的

別小集団活動での運動，手芸や

カードゲームなどの活動も行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

≪屋 外≫ 

キャッチボールなどの運動が

できます。畑やプランターでは，

様々な野菜や草花を育てていま

す。 

 

 

 

 

 

≪相談室≫ 

相談室は担当との面談な

どで使います。スクールカ

ウンセラーに相談すること

もできます。 

 

 

 

 

 

 

≪学習室 4（つげの木）≫ 

集団で，学習をしたり，一緒に

昼食を食べたりしています。同じ

メンバーで運動や調理などの活

動もしています。 
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４ 相談学級の概要 

（1）相談学級（自閉症・情緒障害特別支援学級）入級までの流れ 

 

        ・学校は保護者に教育センターへ相談の申し込みをするよう依頼する。 

        ・学校は【教育相談紹介状】を作成し，保護者に渡す。 

        ・保護者は教育センターで教育相談（心理検査の実施等）を行う。 

        ・教育センターは在籍校からの聞き取りを行う。 

・学校は教育センターからの依頼により【就学相談申込書】を作成し，センターに提

出する。 

         相談学級適性の判断（教育センター：相談係長・指導主事・相談担当） 

 

                 

        ・教育センターは在籍校，設置校校長への報告を行い，了解を得る。 

        ・在籍校校長は設置校校長へ連絡し，児童生徒の情報を伝達する。 

        ・指導主事と相談担当は見学日の日程調整を行う。  

        ・指導主事と相談担当は，見学前に設置校へ情報を伝達する。 

          見学の実施 

        ・相談担当は教育センターで見学後の振り返りを行う。 

       

                

・指導主事は在籍校と設置校の日程を調整する。 

        ・参加者 

         在籍校：担任・不登校対策担当教員 

         設置校：校長・相談学級担任 

         教育センター：指導主事・相談係長・相談担当 

仮通級及び入級に係る設置校校長の合意 
                

 

        ・相談学級担任は保護者と日程を調整する。 

・在籍校と設置校は【仮通級申込書(様式１)】【仮通級承諾書（様式２)】 

を作成する。 

        仮通級の実施（複数回） 

・設置校は【状況報告書(様式３)】を作成する。 

       ・ 相談担当は教育センターで仮通級後の振り返りを行う。 

 

                 

・入級についての最終決定 
        ・参加者：教育センター所長 

教育センター指導主事(相談係長) 

          相談学級担任（相談担当）  

                

        ・教育センターは在籍校と設置校に教育支援委員会の結果を伝達する。 

・指導主事と相談担当は保護者と面接を行い，教育支援委員会の結果を伝える。 

       ・教育センターは保護者に指定校変更申請書の作成を依頼し，学校管理課へ提出する。 

       ・保護者と在籍校，設置校は転出・転入手続きを行う。 

教育センターでの相談 

判断 

合意 

相談学級施設見学・担当者との面談 

決定 

入級検討会議（設置校） 

入級 

仮通級 

教育支援委員会（教育センター） 

※ 各種様式は，教育センターキャビネットに格納 

【 教育センターキャビネット＞教育相談 

＞適応支援教室 】 
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⑵ 宇都宮市立簗瀬小学校  相談学級（自閉症・情緒障害特別支援学級）   
 

ア  所 在 地    〒321-0963   宇都宮市南大通り２－６－６   

電話  ６３３－０１６０（直通）， ＦＡＸ ６５１－２３４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  担 当 者    教 諭： １名 

         スクールカウンセラー： 年１０回程度 
 

ウ  対    象 

・  時間をかけて，じっくりと着実に自信をつけたい児童 

・  原籍校や設置校の通常の学級への復帰を目指したい児童 

     ※ 小集団での活動に参加できる見込みがあることが前提であり，原則として欠席状態が続いて

いる児童 

    ※ 宇都宮市教育センターで入級が適当と判断された児童が対象 
 

エ  学級の特色 

 学校内設置のメリットを生かす   

  ・校内の様々な施設・設備や教材等の使用が可能であり，学校の日課に準じ，給食や清掃活動などに

参加することにより，学校生活のリズムを取り戻すことができる。 

・本校通常の学級の授業や学校行事に参加することを通して，学級外の児童との交流や，学習体験 

ができる。また，通常の学級の担当者と連携を図り，復帰に向けて取り組むことができる。 

  小集団活動への参加に向けて   

  ・小集団活動に適応できるよう，初めは生徒と担当者との個別対応を行い，信頼関係 

を築いた上で，段階的に小集団に移行する。そのため，一人一人のペースに合わせて活動に参 

加しやすい。    

個別対応で信頼関係を深める  徐々に小集団活動に移行  小集団活動    学級・学年との交流 

  適応状況に応じた復帰   

 ・相談学級内で卒業までじっくりと時間をかけて取り組んだり，設置校の通常の学級や原籍校へ復帰

したりできる。 

                            相談学級に卒業までいる 

 

入級        集団に適応          簗瀬小の通常の学級に入る 

                              

                            原籍校に戻る 
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オ 日  課  

   ※ 簗瀬小の日課になります。 

  

カ 過ごし方の例 

◎ 登校する日（曜日）・時間などは，児童・保護者との面接により決定し，児童の実態に応じて 

個人の計画を立てていきます。 

〇 入級まもないAさんの場合 

時 間 月 火 水 木 金 

１４：４５～ 

１５：３０ 

     

１５：３０～ 

（放課後） 

   担当との 

個別活動(ｹﾞｰﾑ) 

 

 

  〇 安定して登校できるようになった B さんの場合 

時 間 月 火 水 木 金 

１３：５０～ 

１４：３５ 

  担当との 

個別活動(学習) 

 交流授業への

参加(国語） 

１４：４５～ 

１５：３０ 

 担当との 

個別活動(学習) 

   

 
〇 毎日登校できるようになった C さんの場合 

時 間 月 火 水 木 金 

１０：３５～ 

１１：２０ 

担当との 

個別活動(算数) 

交流授業への参

加(図工） 

担当との 

個別活動(算数) 

担当との 

個別活動(算数) 

担当との 

個別活動(算数) 

１１：３０～ 

１２：１５ 

交流授業への参

加(国語） 

交流授業への参

加(図工） 

担当との 

個別活動(社会) 

担当との 

個別活動(理科) 

交流授業への参

加(国語） 

１２：１５～ 

１３：０５ 

  給食   

 

「ぼくは，今は放課後に１対１で活動しています。そろそろ６時間目の時間に活

動しようと考えています。」 

※ 教室・担任に慣れることを目標として支援をしていきます。活動内容も，児

童・保護者と相談しながら，学習以外にも，カードゲーム・アイロンビーズ制作・

プレイルームでの活動など，児童が楽しい！と感じられる活動をしていきます。 

「わたしは，毎日午前中に登校できるようになりました。次は行事への参加

を目標にしています。」 

※ 児童・保護者と相談しながら，さらに過ごす時間や活動内容の枠を広げ

ていきます。交流学級の授業への参加教科を増やしたり，一日活動したり，

学校・学年行事に参加したりすることにも挑戦していきます。 

「わたしは，週に３日間，午後に登校し，活動しています。楽しくなってきました。」 

※ 安定して登校できるようになってきたら，児童・保護者と相談しながら，少しず

つ過ごす時間や活動内容の枠を広げていきます。各教科の学習に取り組んだり，交

流学級の授業に参加したりすることにも挑戦していきます。 
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キ 活動内容 

〇  面接相談 

 

  

 

〇  学 習 

 

 

 

 

〇 スポーツ 

 

 

 

 

 

〇 様々な体験活動 

 

     

 

        

 

 

 

ク 行事予定（例） 

 行 事 等 概     要 

春 

全国学力・学習内容調査，とちぎっ子学習状況調査 希望者は実施が可能 

運動会 交流学級での参加が可能 

新体力テスト 希望者は実施が可能 

農園活動 さつまいも・野菜の苗植え 

夏 ヤナフェス 縦割り班ウォークラリー 

秋 

遠足（１～４年） 交流学級での参加が可能 

合同行事 「合同スケート教室」 ＊ スケート体験 ： 市スケートセンター 

修学旅行（６年） 交流学級での参加が可能 

冬 

適応指導教室交流学習会 ＊ 県内の適応指導教室との交流  

学習内容定着度調査，学習と生活に関するアンケート 希望者は実施が可能 

冒険活動教室（5 年） 交流学級での参加が可能 

                    ＊は各適応支援教室と旭中相談学級との合同行事です。 

 

※ 旭中相談学級との交流活動（６年生）を実施しています。 

  ※ 本人のペースに合わせ，学年の行事や活動に参加することが可能です。 

・ 心の安定を図り，生活を振り返って家

庭や学校でのめあてを決める 

・ 欠席により抜けた部分の学習をする  

・ 学ぶことの楽しさを感じる 

・ 遊びや運動に親しみ，心身を開放する 

・ 体を動かして体力をつける  

・ 学年や進度に合わせた全教科の学習 

・ 通常の学級への部分的な参加 

・ 学校の教具を生かした学習教材の活用 

・ 室内運動（プレイルーム・体育館） 

・ 学年の体育の授業への参加や小集団での 

ゲーム 

・ 校庭や屋上，プールの活用 

・ 学校施設や地域の教材を活用した広範囲な

体験的学習 

・ 実験，調理実習，農園作業など興味関心を

喚起する活動 

・ 体験活動を工夫して学習の幅を広げ， 

集団への適応力をつける 

・ 自分に合った目標設定 

・ 自分の時間割や日課の作成 
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←
体
育
館
へ 

水道 

 

いきいき学級 

《玄関》 

 

相談学級 

男
子
ト
イ
レ 

女
子
ト
イ
レ 

昇
降
口 

《体育館》 

広い体育館でバドミントンやバスケットボ

ールなど，体をおもいっきり動かすことができ

ます。 

いきいき 

学級 

プレイルーム 

《相談学級・教室》 

個人の活動コーナーでじっくりと活動することもできます。 

 
 

IH ヒーターのキッチンでいろいろな物を調理しています。 

  

《プレイルーム》 

ボールプールにかくれちゃえ！ 

 

とても広くて気持ちいい！ 

 

簗 瀬 小 相 談 学 級 
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⑶ 宇都宮市立旭中学校  相談学級（自閉症・情緒障害特別支援学級） 

 

ア  所 在 地    〒320-0816   宇都宮市天神１－１－４２   

電話 ６３５－６５８０（直通）， ＦＡＸ ６５１－０５０９ 

 

イ  担 当 者    教諭：４名 

         スクールカウンセラー：年１０回程度 

 

ウ  対    象 

  ・ 小集団の中で，時間をかけてじっくりと着実に自信をつけたい生徒 

  ・ 原籍校や設置校の通常の学級への復帰を目指したい生徒 

     ※ 小集団での活動に参加できる見込みがあることが前提であり，原則として欠席状態が続いてい

る生徒 

    ※ 宇都宮市教育センターで入級が適当と判断された生徒が対象 

 

エ  学級の特色 

 学校内設置のメリットを生かす   

  ・本校通常の学級の授業や学校行事に参加することを通して，学級外の生徒との交流や，学習体験 

ができる。また，通常の学級の担当者と連携を図り，復帰に向けて取り組むことができる。 

   ・ 3 年生については，希望する進路や生徒の状況に応じて学習の時間を調整し，本校と連携を図り 

進路指導を行うことができる。 

  小集団活動への参加に向けて   

  ・小集団活動に適応できるよう，初めは生徒と担当者との個別対応を行い，信頼関係を築いた上で 

段階的に小集団に移行する。そのため，一人一人のペースに合わせて活動に参加しやすい。 

 

個別対応で信頼関係を深める   徐々に小集団活動に移行  小集団活動   

 

 豊富な校外活動   

・大自然の中でのキャンプや，約２０～３０km を歩きぬく強歩，学級独自で行う修学旅行など，豊 

富な校外活動を通して自分を見つめたり自信を回復したりしながら，仲間と共に様々な体験を行う 

ことができる。 

学級・学年との交流 
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  適応状況に応じた復帰   

  ・相談学級で卒業までじっくりと時間をかけて取り組んだり，設置校の通常の学級や原籍校へ復帰し

たりできる。 

                             相談学級に卒業までいる 

                              

   

   入  級         集団に適応        旭中の通常の学級に入る 

 

                              

 原籍校に戻る 

オ 日   課  

 時  間 月 火 水 木 金 

 

小 

集 

団 

活 

動 

の 

日 

課 

①  ８:４５～ ９:３０ 自 主 活 動 

９:３０～ ９:４０ 朝 の  会 

②  ９:４５～１０:３５ ５教科（学年別） 体  育 ５教科（学年別） 体  育 ５教科（学年別） 

③ １０:５０～１１:４０ 体  育 ５教科（学年別） 体  育 ５教科（学年別） 体  育 

④ １１:５０～１２:４０ 学活・道徳 音楽／美術 総合的な学習 総合的な学習 技術・家庭 

１２:４０～１３:１５ 給   食 

１３:１５～ 

フリー・面接 

清   掃 

帰 り の 会 

下校時刻   １４：４５   

個人対応 １５：３０～１６：３０ 

＊ 生徒の適応状況により，時間割を調整する。 

 

カ 過ごし方の例 

 

 

 

 

 

 

 

  

            

 

私は，今，個別対応中

なので，週 3 回，15

時から 1 時間，バドミ

ントンや調理，面接を

やっています。 

私は，個別対応にも 

慣れてきたので，今は，

体育と給食だけ，みん

なの中に入り始めまし

た。担当の先生と一緒

なので安心できます。 

僕は，9 時半に登校し

て，下校時刻まで 1 日

過ごしています。学習や

給食など，本校の交流学

級で過ごすこともあり，

楽しく活動しています。 

【入級まもないＡさん】 【安定して登校できるようになったＢさん】 【毎日登校できるようになったＣさん】 
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キ 活動内容 

〇 面接相談 

 

・考えや気持ちを整理し，自己理解を図     ・人間関係や生活，進路など様々な悩み                    

る                      についての相談 

   ・自ら判断して行動に移す機会にする 

 

〇 学 習 

 

・学習の習慣化を図る             ・５教科，実技教科，総合的な学習 

・学習意欲を喚起する             ・学級の小集団での授業や個別学習 

 ・本校の授業への参加                    

                               

〇 スポーツ（体育） 

  

   ・体を動かす楽しさや達成感を味わう      ・体育などでのバドミントンやバスケット 

・体力をつけたり仲間意識を育てたりする     ボール・ユニホックなどの運動 

 

〇 学校行事 

 

・通常の学級復帰へのステップにする      ・本校での体育祭や儀式的行事など，                     

・大きな集団に挑戦し適応力の向上を図る     学校行事への参加  

 

ク 年間活動計画（例） 

時期 行 事 名 概     要 

4 月 

 ～ 

7 月 

入学式 全校生と共に行う入学式と，学級独自の入学式 

春の遠足 みんなで八幡山へハイキング 

宿泊学習（1 泊 2 日） キャンプの事前学習として，学級に泊まって共同生活をしなが

ら野外炊飯にも出かける 

修学旅行（１泊２日） みんなで計画を立て，学級独自の旅行 

9 月 

 ～ 

10 月 

キャンプ（2 泊 3 日） 大自然の中でテントに泊まり，様々な体験 

キャリア講座 働く人の話を聞いたり，自己理解を深めたりする活動を行う 

秋の遠足 学級のみんなで楽しく遠足へ 

合同スケート教室 ＊ スケートの体験 ： 市スケートセンター 

11 月 

 ～ 

12 月 

体力づくり１・２   強歩に向けて，距離数を伸ばしながらみんなで歩く 

適応指導教室交流学習会 ＊  県内の適応指導教室との交流  

強歩 自分との勝負，約 20～30km の道のりを一日かけて歩きぬく 

２ 立志式 2 年生は，これまでの生活を振り返り，今後の目標を発表 

３ 卒業式 全校生徒と共に行う卒業式と，学級独自の卒業式 

  ＊は各適応支援教室と簗瀬小相談学級との合同の行事です。 

※ 簗瀬小相談学級との交流活動を実施しています。 
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旭 中 相 談 学 級 

階

段

本校へ 非常口

男子トイレ女子トイレ

家庭科室

図書室

職員室

技術室

玄関

研修室

談話室

面接室

車椅子用
トイレ

プレイルーム
倉庫

 
 

《プレイルーム》 

第 1 学習室でもあり，

卓球もできます。 

《第２学習室》 

個別でも勉強できる部屋です。 

１階 

２階 

屋 階

上

へ 段

シャワー シャワー

更衣室 更衣室

非

常
階
段

体　育　室

体育器具室倉庫

第２学習室 第３学習室

相談室

 

《技術室》 

いろいろな道具があり，

物づくりを楽しめます。 

《研修室》 

授業や給食など，みんなでワイワイ活動する場所です。 

 

《職員室》 

気軽に先生と話

ができます。 

《面接室》 

落ち着いて，面接したり 

相談したりできます。 

《第 3 学習室》 

一般の教室と同じく机と

いすが並んでいて，授業

で使います 

《体育室》 

広くて天井が高い，自慢の体育

室です。バドミントンや，バス

ケットボール，ドッジボール，

ユニホックなどができます。 

 

《家庭科室》 

調理実習で使います。 

 

《図書室》 

難しい本から漫画まで， 

そろっています。 

 

《談話室》 

和室です。みんなで一緒

にのんびりできます。 
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５ 適応支援教室・相談学級Ｑ＆Ａ 

 

 

Ｑ 通うときは制服を着なければいけませんか？ 

 

Ａ 私服で通うこともできます。 

  制服で通うことを苦痛と感じる子のために，私服で登校・通級することもできます。

ただし，私服の場合は華美にならず，休日の遊び着とは区別した登校にふさわしい

ものを着用するよう指導しています。制服は正しく着用することが約束です。   

 

 

Ｑ 携帯電話・スマートフォンを持って行きたいのですが？ 

 

Ａ 事情がある場合に限っては，認める場合があります。 

基本的には，持ってこないことが原則です。必要があって持参する場合は，許可が

必要です。その際，活動中は一時的に預かって下校時に返すようにしています。 

 

 

Ｑ 給食はありますか？ 

 

Ａ 適応支援教室には，給食はありません。活動がお昼にかかる場合は，お弁当を持参

してください。 

相談学級は，学校内に教室があるので給食があります。 

 

 

Ｑ 放課後の活動はありますか？ 

 

Ａ 放課後の活動はありません。活動終了後は，すみやかに帰宅するよう指導していま

す。 

旭中相談学級では，希望すれば部活動に参加することが可能です。 

 

 

Ｑ 適応支援教室と相談学級の違いって何ですか？ 

 

Ａ 適応支援教室は自分の学校に在籍したまま，相談学級は転校をして旭中や簗瀬小の

在籍になることが大きな違いです。 

また，それぞれに対象とする児童生徒や活動内容が異なります。詳しくは，前項の

各教室・学級紹介をご覧ください。 
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Ｑ 適応支援教室・相談学級に通級・登校を予定していた日に休む場合は，誰に連絡す

ればよいのですか？ 

 

Ａ 必ず保護者が，適応支援教室・相談学級あてに連絡をするようお願いしています。 

 

Ｑ 適応支援教室に行った日をどのようにして学校に知らせるのですか？ 

 

Ａ 各適応支援教室から，在籍校にいつ通級したのか，どんな活動をしているのかを毎

月お知らせしています。 

  また，学校からも出席の状況を毎月文書で適応支援教室に知らせてもらっています。 

 

 

 

先生方へ 

Ｑ 適応支援教室や教育センターに行った日は，学校は出席扱いになりますか？ 

 

Ａ 校長先生の判断で指導要録上出席扱いとすることができます。また，通知表にも出

席として記入することができます。ただし，学校には行っていないので，出席簿は

欠席（事故欠）として記録されます。 

Ｑ 適応支援教室や相談学級に通っている生徒は，どのような進路を選んでいますか？ 

 

Ａ 全日制高校や定時制（フレックスを含む）高校，通信制高校，専門学校など，自分

の希望や状況に合わせ，毎年ほとんどのお子さんが進路を決定しています。 

 通級に関する出席等の取扱いについて 

・ 適応支援教室への通級は，在籍校の校長の判断により，指導要録上の出席扱いとすること

が可能です。通知表についても同様となります。なお，指導要録の備考欄に「通級（まちか

どの学校 １０）」と記入します。 

・ 出席簿については，在籍校の教育活動への出席の有無の記録であることから，適応支援教

室に通級した場合であっても，その日に在籍校に登校しなければ欠席（事故欠）となります。 

・ 本市（教育センター）が上半期と年度末に実施する「長期欠席に関する実態調査」や国・

県が実施する各種調査においては，出席簿と同様に欠席（事故欠）となります。 

・ 相談学級の仮通級中も，同様の扱いとなります。 

※ 学習情報システムの入力については「出席簿等＜通級（適応支援教室）＞に関するご案 

内」を参照して下さい。 

【教育センターキャビネット＞教育相談＞指導要録上の出席扱い＞に格納】 

「○月の通級状況報告書（様式３）」 

適応支援教室 

「児童生徒・保護者との関わりについて（様式４）」 

在籍校 


